
第２章 授業で勝負する
第４節 授業記録を読む（付録）

この節は、以下の４項で構成しています。

■授業記録を読む「総合」■

■授業記録を読む「文学」■

■授業記録を読む「説明文」■

■明日の授業を作る■

◎「学びの共同体」を作る

◎【補説 「学びの共同体」をめざして】

◎説明文と文学の授業を作る

2014.1.1【補足】

◎「学びの共同体」と「授業のＵＤ化」で子どもたちの学びをつくる

2014.4.1【付録】

◎「島ひきおに」

← 今回の追加分です【付録】2015.1.1
◎「イースター島にはなぜ森林がないのか」

■明日の授業を作る■

◎「イースター島にはなぜ森林がないのか」

東京書籍「新しい国語 ６年 上」に５月教材として掲載されている説明文です。今回

は授業記録ではなく、教材分析と授業案です。

















、指導書(いわゆる赤本)は

文章全体を４つのまとまり

に分けることからスタート

する。

対して私は 「三段構成」、

を繰り返し指導していく立

場から 序論(はじめ) 本、「 」「

論(なか) 「結論(おわり)」」

に分けるべきだと考える。

そして 「本論」部分を読む、

時に、これを２つに分かれ

ばよい。

序論 には 問題提示(問「 」 、「

い)」や「話題提示」の文が

含まれる。

指導書は、②段落に話題提

示があるという立場。私は、

③段落に問いがあるという立

場。－－この立場の違いが、

序論と本論の区切り方の違い

になっている。

また 「結論」には 「まと、 、

め(問いに対する答え)」が含

まれる。文章によっては「筆

者の主張」が含まれることも

ある。

指導書は、㉕がまとめで㉖

㉗が主張という立場。私は、

㉑がまとめで㉒～㉗が主張と

いう立場。－－この立場の違

いが、本論と結論の区切り方

の違いになっている。

左の図はプレゼンのスライ

ドで、授業では常時大型テレ

ビに映しながら、色の濃くな

っている部分の課題に取り組



んでいるということを意識さ

せた。

以下、読みの過程をスライ

ドをもとに辿っていってほし

い。











私は、小学校の読みのキモは「三段構成」を子どもの中に定着させることだと考えてい

る。それは、文学的な文章であれ説明的な文章であれ同様なのだが、とりわけ論理的な読

みの力を育てることを主眼とする説明文では譲れないポイントだ。

ある力を子どもに定着させるには、繰り返し螺旋状に指導をしていくことが大事になっ

てくる。Ａ教材で学んだ読みの力がＢ教材の読みに生かされないと本当の力と言えない。

そのためには 「ものさし」が揃っている必要がある。どうしようもない教材ならともか、

く(そんな文章を教材として扱うことの是非は置くとして) 「三段構成」で説明できる本、

教材を、わざわざあのように区切る指導書氏の意図が読めない。

この教材が１５年度教科書に残ったかどうかも確認していないし、東書以外の教科書地

域にはハナから無関係なのだが、伝えたいのはそんなケチな話ではない。この教材分析の

手法、フォーマットが、自分でいうのも変だがなかなか便利で、他の教材に生かせると考

える次第である。次の機会に是非試していただきたい。


